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報
道
「
陽
春
を
飾
る
上
野
の
美
術
展
」 

 
 

『
東
京
毎
夕
新
聞
』 

昭
和
十
三
年
四
月
十
八
日
付 

  

 

  

春
の
美
術
シ
ー
ズ
ン
を
華
々
し
く
飾
る
春
陽
会
の
第
十
六
回
展
と
国
画
会
の
第
十
三

回
展
、
そ
れ
に
公
認
表
装
師
組
合
の
第
十
六
回
表
装
展
並
に
今
年
旗
上
げ
展
を
開
い
た

新
院
展
の
四
つ
は
い
ま
上
野
公
園
の
東
京
府
美
術
館
で
満
都
の
美
術
フ
ァ
ン
を
集
め
て

ゐ
る 

 

〝
浮
つ
い
た
色
彩
〟
K.O
（
ノ
ッ
ク
ア
ウ
ト
） 

 

展
覧
会
見
る
の
も
御
奉
公…

と 

 

美
術
家
も
フ
ァ
ン
も
戦
時
体
制
下 

   

戦
時
体
制
下
の
美
術
展
覧
会
は
戦
時
特
別
税
法
の
入
場
税
を
課
さ
れ
る
こ
と
に
な
つ

た
の
で
、
展
覧
会
を
観
る
の
も
御
奉
公
の
一
つ
と
云
ふ
一
般
鑑
賞
家
意
識
が
濃
厚
に
反

映
し
て
、
春
陽
会
も
国
画
会
も
新
院
展
も
表
装
展
も
入
場
者
は
多
く
、
各
展
覧
会
主
催

団
体
も
こ
れ
で
幾
分
で
も
国
家
へ
御
奉
公
出
来
る
と
大
喜
び
で
あ
る
。
各
展
覧
会
を
見

る
と
、 

春
陽
会 

は
全
体
か
ら
見
て
、
そ
の
創
立
当
初
か
ら
比
較
す
る
と
暗
い
渋
い
色
彩
の
絵

と
稍や

や

グ
ロ
味
を
帯
び
た
構
成
の
作
品
が
多
く
な
つ
た
や
う
に
見
え
る
。
こ
れ
は
春
陽
会

創
立
当
初
の
会
員
が
段
々
後
退
し
て
、
若
手
が
第
一
線
に
立
つ
て
仕
事
を
す
る
結
果
で

あ
ら
う
が
、
又
一
面
か
ら
見
れ
ば
現
代
洋
画
の
表
現
様
式
傾
向
が
段
々
と
明
る
い
外
光

の
魅
力
か
ら
遠
ざ
か
つ
て
、
も
の
の
内
部
に
深
く
入
つ
て
そ
の
眞

ま
こ
と

を
描
か
う
と
す
る
や

う
に
な
つ
て
来
た
こ
と
を
物
語
る
か
に
も
見
へ
る
。 

 

そ
れ
に
一
方
で
は
何
と
云
つ
て
も
、
支
那
事
変
と
云
ふ
非
常
時
下
の
国
民
の
心
境
が

絵
画
の
上
に
も
自
然
に
現
は
れ
て
浮
つ
い
た
色
彩
に
よ
つ
て
観
者
を
眩
惑
し
や
う
と
す

る
浮
つ
い
た
調
子
を
拝
す
る
と
云
つ
た
や
う
な
感
じ
が
、
不
知
不
識
の
間
に
美
術
家
の
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頭
へ
コ
ビ
リ
着
い
た
為
め
で
あ
る
と
も
云
へ
や
う
。 

 
油
絵
の
中
で
は
足
立
源
一
郎
氏
の
《
雪
の
朝
（
十
勝
岳
麓
）
》
以
下
五
点
が
一
番
明
る

い
作
で
、
水
谷
清
氏
の
作
は
中
庸
を
得
て
居
り
、
鳥
海
青
児
氏
は
暗
く
グ
ロ
味
の
多
い

も
の
で
あ
る
。
今
年
は
小
杉
放
庵
氏
の
墨
画
が
出
ず
、
倉
田
白
羊
氏
の
出
品
も
な
い
の

が
寂
し
い
が
、
石
井
鶴
三
氏
の
《
レ
ヴ
ュ
ー
》
や
、
木
村
荘
八
氏
の
《
夜
の
宿
》、
そ
れ

に
荘
八
氏
と
鶴
三
氏
の
挿
絵
原
画
が
あ
る
の
で
春
陽
会
へ
の
魅
力
は
多
く
其
処
に
集
め

ら
れ
て
ゐ
る
。
但
し
若
き
観
賞
家
は
、
或
は
鳥
海
氏
あ
た
り
の
作
品
に
対
し
礼
賛
す
る

か
も
知
れ
な
い
。 

 

 

＊
春
陽
会
の
他
、
国
画
会
、
表
装
展
、
新
興
美
術
院
展 

紹
介
（
省
略
） 

         


